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   A 78-year-old female suffering from a cerebral infarction and subdural hematoma was referred to 
us due to a hard mass in the anterior vaginal wall which was disclosed during gynecological 
examination. An abdominal X-ray, computed tomography (CT) and magnetic resonance imaging 
(MRI) showed that a large spindle-shaped stone,  60  X  42 mm in size, was impacting the urethra. It 
was impossible to catheterize the urethra. The stone gradually projected through the external urethral 
meatus and was removed by grasping and drawing with forceps. Another 83-year-old female with 
senile dementia was referred to us because of macrohematuria. An abdominal X-ray and CT showed 
the presence of two oval bladder stones,  32  X  24 mm and  30  X  21 mm in size. During a follow-up, one 
of the stones projected partially through the external urethral meatus and was removed by drawing 
with forceps. After a week, the other stone impacted the urethra and was removed in the same way. 
Both women were frail, bedridden institutionalized elderly with severe dementia, and their urination 
had been managed with diapers for years. As the proportion of elderly people in Japan rapidly 
increases, female urethral stones migrating from the urinary bladder, once very rare, may increase in 
number, to which we must pay attention. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  47  : 595-598, 2001) 













既往歴:63歳時に脳梗塞 を発症 し,左不全麻痺 と
なった.73歳時に亜急性硬膜下血腫を併発 した.75歳
時に経口摂取できな くなり,総合病院に入院して胃痩
を造設 した.退 院後 は特別養護老 人ホーム(特 養)で
臥床状態で生活 し,排 尿 はオムッに してきた.
現病歴:1997年11月,12月,1998年1月,9月に発
熱が あった.尿 路感染症 と診断 され,抗 生剤の 胃管か
らの使用で症状 は軽快 した.1998年9月の時点の腹部
単純写真で骨盤 内の石灰化 陰影 を指摘 されたが,そ れ
以上 の検討は行 われ なか った.
1998年ll月17日に貧血のため総合病 院の内科 に入院
した.帯 下で受診 した婦人科 で内診 を受け,前 膣壁か
ら固 い腫 瘤 に触 れ る と指摘 され た.内 科 で骨 盤 部
MRI(Fig.1)を撮 影 した 後,泌 尿器 科 に紹 介 され
た.
現症:体 格 栄養不 良で上下肢 は拘縮 を示 した.高 度
の痴呆で意志疎 通は不可能であ った.

















で きなか った.オ ムツ内 には排尿が みられ,残 尿 は少
なかった.全 身状態不良で,家 族 に治療の意志がない
ことか ら経 過観察 す るこ とにな った.輸 血 でHb値
を改善 した後,特 養 に戻 った.
1999年3月か ら肉眼的血尿 が持続 した.4月5日 に
は結石が外尿道 口か ら見える状態 にな り,徐 々に突 出
して,4月8日 に摂子 で引いた ところ摘 出で きた.泥
状 の部 分 を除いた大 きさは42×40×33mm,重量39
gで,成 分 は リン酸 マ グネシウム アンモニ ウム95%
以上であ った,
結石摘出後は肉眼的血尿 は消失 し,腹 部単純写真で
残石 を認 めなか った.そ の後,4月18日 に血圧低下で




家族歴:特 記す ることな し
既往歴:脳 梗塞後遺症,老 人性痴呆で1993年2月に
特養 に入所 した.1995年1月か ら歩行不 能 とな り,排
尿 はオムツ内に して きた.
現病歴:1999年1月28日肉眼的血尿があ り,尿 路感
染症の診断で抗生剤 を内服 し,症 状 は消失 した.
5月27日食思不振,血 圧低下があ り,総 合病 院へ入
院 して脱水の治療 を行 った.肉 眼的血尿 のため,泌 尿
器科へ紹介 された.
現症:体 格栄養不良で,上 下肢 に拘縮,浮 腫 を認 め
た.高 度 の痴呆 で意志疎通は まった くで きなか った.
検査 所 見:尿 沈 渣 は赤 血球100以上/hpf,白血 球














画像診断:骨 盤部MRI(Fig.1)では,膀 胱 はひ ょ
うたん型で不規則 な壁 の形態 を示 し,内 腔の下方部分
にT2強 調像で著明に低信号 を示す球状 の部分が存在
した.腹 部 単純写 真(Fig.2)では,骨 盤 内 に60×42
mmの 紡 錘形 の石灰 化陰影 があ り,下 端 は恥 骨結合
よ り下 にあった.腹 部CTで 両側の軽度 水腎症 と結
石 の尿道への嵌入が確認 された.
その後の経過:結 石 は尿道 に固 く嵌頓 してお り,膀


















された.血 液生化学 で異常値 を示 したの は赤血 球255
×104/mm3,Hb9.lg/dl,Ht26.2%,総蛋 白5.4
9/dl,CRP4.3mg/dlの各項 目であった.
画像診 断:腹 部単 純写真(Fig.3)では,骨 盤部 に
長径約3cmの 楕 円形 の石灰化 陰影 を2つ 認めた.骨
盤部CTで 結石の1つ は膀胱 内に,1つ は尿道 に嵌頓
しているこ とが確認 された(Fig.4).尿道 カテーテル
の留置 の際,強 い抵抗があった.
その後 の経過:虚 弱な高齢者である ことか ら家族は
手術 を希望せ ず,5月31日 に特 養へ帰 った.6月18日
外尿道 口か ら結石の一部 を認めたため,摂 子で引 き出
した.外 尿 道 口の5時 方向に約5mmの 裂創がで き,
抗生剤軟膏 で処 置 した.6月23日 に肺炎 を起 こ し,再
入院 した.6月25日残 る1つ の結石 も外 尿道 口か ら圧
出 されてきたため,摂 子 で把持 して摘 出 した.結 石 の
大 き さは30×21×20mmと32×24×20mm,重 さ
は9.6gと13.2gで,成 分は リン酸 マ グネ シウムア
ンモ ニ ウム,酸 性 尿酸 ア ンモニ ウム(定 量 不能)で
あった.
その後 は1日 に5-・6回,オ ム ツ内に順調 に排尿で
きて お り,1年 半 後 の現 在 まで結石 の再 発 を認 め な
い.
考 察
尿 道結石 は尿路結石の中で最 も頻度が小 さく,こ と
に女性 では稀 な疾患 とされて きた2)稲 田の1955年か
ら1964年の尿路結石全国集計 では,尿 道結石の男女比
は95:5であった と報告 され ている3)男 性の尿道結
石では,膀 胱結石 もしくは上部尿路結石が下降 して尿
道に嵌頓 したmigrantstoneが一般 的であ る.女 性 の
尿道結石に関 して は,① 前立腺肥 大症の合併症 として
発生す ることが ないため,膀 胱結石 の頻度が低 い.②
尿道が短 く直線的で,結 石が通過 しやすいの2点 か ら
migrantstoneは起 き に く く,尿 道 憩 室 に伴 った
naivestone(尿道 内で発育 した結石)が 大 半 を占め
るとされていたL2・4)
ところが ここ10年,膀胱結石が下降 して嵌頓 した と
考え られる女性尿道結石の報告が本邦 で散見 され るよ
うになった(Tablel)5'8)われ れが調 べ得 た巨大
尿道結石の定義(直 径10mm以 上)6)を満 たす症例 は
8例で,い ず れ も長径30mm以 上であったが,未 報
告例 も多い と思 われる.下 部尿路結石 の好発地域 であ
る発展途上国の症例9'll)と異な り,本 邦報告例 は長期
臥床 とい う特徴 を共通 して持 ち,42歳の脊髄損傷例6)
を除けば,脳 血管障害,痴 呆,施 設入所 などの要 因を
抱 えた70～100歳代 の高齢女性 であった.寝 た きり高
齢者 の排尿管理,尿 路結石 に注意 を喚起す るデータ と
考 え られた.
本邦で は高齢化社会への移行が急で,高 齢者の排尿
障害への対応が大 きな課題 となっている.頻 尿,切 迫
性尿失禁への薬物療法,機 能性尿失禁 に対する排尿誘
導,排 尿困難に対す る間欠導尿 など様 々なアプローチ
が行 われ,安 易 な尿道留 置カテーテルを避 ける努 力が
な されて いる12'14)しか しなが ら,重 度 の寝た きり
高齢者 となる とオム ッに頼 らざる を得 ないのが実状
で,吉 田らは寝 た きり高齢者 の68%がオムツ.12%が
Tablel.GiantfemaleurethralstonesreportedinJapan




























CaP,CaCO3米 田勝 紀 臨泌43:335,1989
MAP,AU小 坂 信 生 日泌 尿 会 誌80;495,1989















結 石 成 分 の 略 語:CaP;リ ン酸 カ ル シ ウ ム,CaCO3;炭 酸 カ ル シ ウ ム,MAP;リ ン酸 マ グ ネ シ ウ ム ア ンモ ニ ウ ム,U;尿
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